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S111 海洋性酵母 の 分離 とその 利用
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　 海 洋環境 か ら分離 さ れ る酵母 は 、 生 育に 海水 を要求 しな い 。 した が っ て 、 こ れ ら

の酵 母 は 、 単に 陸か ら流 れ込 ん だ もの なの か 、 それ とも海 洋 で生活 を送 っ て い たの

か は定 か で な い 。 しか し 、 海洋に豊富 に存在す る海産多糖 を考 える と 、 それ らの 分

解物 の 利用 者 と して の 酵 母 が ク ロ
ー ズ ア ッ プ さ れ て くる 。 数 多 い 酵 母 の 中 で

Sacch∂romyces 　ce 　revis 　iaeは糖依存性が高 く、 我々 に と っ て も利用価値 が高い 。 そ

こ で 、海洋で の 酵母 の生 活 を明 らか にす る た め に S．cerevisiae を分離 し、そ れ ら

の特性 や 季節変 動 を調 べ た 。 また 、 分離株 か らの 新 しい パ ン 酵母 や清 酒醸造用 酵母

の 開発 を試 み た 。

1）海洋か らの S．cerevis ’ae の 分離 ：海洋 の S．　 cerevisiae の 数 は非 常 に 少 な く、

通 常の方法で は分離 され る可能性 が低 い こ とが 予測 された。S．　 cerevisiae の生理

学的 特性 の ひ とつ は蔗糖 の 発 酵 力が 強 い こ とで あ る 。 そ こ で、蔗糖 を糖源と した嫌

気条件下 で の 分離 を考 案 した。
この 方 法で磯で採集 した海水や海藻か ら分離 を行い 、

分離株 の 同定 を形態学的性質 、 生理学的性質 と DNA− DNA の相同性 に基づ き行 っ た 。

この 結果 、13株の S． cerevisiae を分離す る こ とが で きた 。

2）海洋 由来の S．cerevisi ∂θ の 特性 ：海洋由来の S．　 cerevisiae13 株 と陸上 由来

の S．cerevisiael 　1株 の ブ ドウ糖 、 蔗糖 、 麦芽糖の 発酵力を比較 した とこ ろ 、 ブ ド

ウ糖 と蔗糖の 発酵力は ともに 強 く差 は なか っ た。

一 方 、麦芽糖発酵 力に は大 きな差

が あ り 、 海洋由来株が 強 く、陸上 由来株 は極端に 弱か っ た 。 また 、 海洋 由来株の耐

塩性は 、 陸上由来株 よ り優 れ て い た 。

3 ）海洋で の S． cerevisi ∂θ c◎mplex の 生活 ：海水 中の S．　 cerevisiae 　c  piexの

季 節変動 を房総半島の磯 で調査 した とこ ろ、変動 は 海藻 の 消長 と密接 な関係 が ある

こ と が明 らかに な っ た 。 こ の 結果 か ら海洋 の S．cer θvisiae は海藻由来の 糖 を利用

して生活 を して い る こ とが推察 され た 。

4 ）海洋性 酵母 S． cerevisiae か らの 新 しい パ ン 酵母 の 開発 ：分離 した 13 株 を用

い て 製パ ン試 験を行 っ た とこ ろ、三 浦半 島で採 集 した海水 か ら得た SANK　50192株

が市販 パ ン酵母 とほ ぼ 同等の 生地膨張 力 を示 した 。 ま た、この 酵母 で焼 き上 げたパ

ン は 、風 味 が あ っ さり して い る 、爽や か な イ メ
ー ジ がす る との 評価 を得 た 。

5 ）海 洋性酵母 S． cerevisiae で の 清酒 の製造 ：分離 した 13 株 を用 い て少量仕 込

み の清酒の 製造 試験 を行 っ た 。 SANK　50192 株 と三 浦半 島で採 集 した海藻 か ら分離 し

た SANK　50197株 は モ ロ ミか らの ア ル コ
ー

ル 生成 量 も多 く、香 りも良 か っ た 。
　SANK

50192で造 っ た純米酒 は香 り に 深 み が あり マ イ ル ド 、 SANK　50197株で造 っ た純米酒

は フ ル ー
テ ィ

ー
な香 りが す る との 評価 を得た 。
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